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お客様の期待を
超えるコンテンツを
たくさん生み出せる

環境に

AIの活用による開発の数と質の向上

当社グループは、AI活用を通じて、
ゲーム開発における「数」と「質」
の向上を目指しています。
「数」の面では、クリエイト以外
の作業負担を軽減し、創造的な仕事
に注力できる環境を整えることで、
開発ライン数の増加や開発スピード
の向上、発売時期の偏りの改善につ
なげます。
「質」の面では、ブランドを横断
した情報共有や表現の更なる向上な
どを進めます。

当社グループは、AIを「人間をサポートする存在」と位置付けています。発想の補完、作業の効率化、ナレッジ共有にAIを活用し、人間は創造的な仕事により多くの力を注ぐこ
とができるようになります。AIの適切な活用によって開発の数と質を高め、お客様の期待を超えるコンテンツを生み出していきます。

AIを活用したゲーム開発
AIの活用状況

● デバッグ工数の削減
人間によるプレイ履歴をAIに分析させ
プレイデータを作成することで、チェッ
ク作業の自動化を推進

● 翻訳における多言語対応の効率化
　 及びAI翻訳システムの活用
キャラクターやIPの特性をAIに学習させ、
ゲームにあった翻訳案を作成

● 社内コミュニケーションの質向上
会議音声翻訳ツールを活用した多言語間
のコミュニケーションの円滑化

● ゲームバランスの調整
自社独自の強化学習を用いて、ゲーム
バランスの調整を支援

● CG制作支援
動画からアニメーションへの変換等の
制作支援

質

数

● クリエイト以外の作業時間あり
● ブランド間の横断的な情報共有
　 に課題あり　等

● 開発ライン数の増加に寄与
● 開発スピードの向上

● 世界で通用する品質の
 　向上に貢献
● 表現の改善

● 業務効率化による
　 創造的な仕事への注力

● 全社的なナレッジ共有に
 　よる組織の最適化
● 表現の質向上

現状

将来

開発パイプラインの
数と質の向上

AIの活用
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創造的な仕事に注力

クリエイターが創造力を
発揮する仕事に、
より多くの力を注ぐ

人間をサポート

   1.人間の発想の補完
      2.作業の効率化

3.ナレッジの共有

AI開発者

「数」の施策

「質」の施策

イントロダクション 中長期的な
成長ストーリー

コーポレート・
ガバナンス

財務・非財務
データ

コーエーテクモの
価値創造

事業価値を高めるAI活用


